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ー
ジ
に
詳
し
く
説
明
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

漁
協
担
当
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
を

参
考
に
、
貸
与
金
希
望
者
に
対
し
て
御
指
導

の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

働
い
て
い
ま
す
。

全
国
の
遺
児
の
皆
様
も
、
ど
う
か
頑
張
っ

て
一
日
一
日
を
た
い
せ
つ
に
す
ご
し
て
下
さ

（
〒
削

前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
雑
誌
「
出
会

い
」
は
、
株
式
会
社
経
済
界
（
東
京
都
港
区

虎
ノ
門
）
か
ら
発
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

私
の
夫
は
、
伊
良
湖
で
遭
難
し
ま
し
た
。
次
男
も
閉
じ
学
校
へ
入
学
し
、
今
で
は
、

先

こ

の

雑

誌

を

、
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
株
式
会
社
と

そ

の

時

、

私

は

病

気

で

し

た

が

、

遭

難

の

知

生

達

の

お

か

げ

で

「

お

母

さ

ん

」

と

こ

と

ば

三

国

工

業

株

式

会

社

の

御

厚

意

に

よ

り

、

奨

ら
せ
が
あ
っ
た
時
は
、
無
我
夢
中
で
船
に
乗
に
な
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学

生

家

庭

に

一

ヵ

月

一
部
づ
っ
一
年
間
寄
贈

せ
て
も
ら
い
、
夫
を
き
が
し
ま
し
た
が
、
船
そ
の
子
供
達
も
、
中
学
三
年
生
と
小

学

六

さ

れ

る

こ

と

と

な

り

、

去

る

八

月

か

ら

各

家

は
沈
没
し
て
い
ま
し
た
。
あ
く
る
日
の
十
一
年
生
に
な
り
ま

し

た

。

こ

れ

も

皆

様

の

お

か

庭

に

届

い

て

い

る

こ

と

と

思

い

ま

す

。

三
、
高
等
専
門

学

校

進

学

者

へ

の

貸

与

に

つ

時

頃

、

夫

は

遺

体

で

あ

が

り

ま

し

た

。

私

は

げ

だ

と

、

私

は

感

謝

し

て

い

ま

す

。

で

も

、

各

家

庭

へ

の

配

布

は

、

奨

学

金

を

郵

便

局

い

て

腰

が

ぬ

け

る

よ

う

な

状

態

と

な

り

、

母

に

支

子

供

達

に

と

っ

て

今

、

お

父

さ

ん

が

一

番

ほ

・
銀
行
で
受
取
っ
て
お
ら
れ
る
家
庭
は
会
社

こ

れ

ま

で

、

高

等

専

門

学

校

在

学

者

に

は

、

え

て

も

ら

い

な

が

ら

夫

の

所

ま

で

行

き

ま

し

し

い

時

で

す

。

長

男

は

「

な

ぜ

、

お

父

さ

ん

か

ら

直

接

送

ら

れ

ま

す

が

、

漁

協

扱

い

の

家

一一
五
年
し
か
貸
与
で
き
な
い
制
度
で
あ
り
ま
た
。

死
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
己
と
私
に
よ
く
言
い
す
で
に
、
何
回
も
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
庭
に
は
、
漁
協
あ
て
管
内
の
遺
族
数
分
が
一

し
た
が
、
こ
れ
を
五
年
間
継
続
し
て
貸
与
す
そ
れ
か
ら
、
夫
の
い
な
い
生
活
が
始
ま
り
ま
す
が
、
「
お
父
き
ん
は
、
事
故
で
亡
く
な
全
水
共
「
知
新
寮
」
で
は
、
本
会
の
奨
学
生
括
送
ら
れ
、
漁
協
か
ら
各
家
庭
に
配
布
し
て

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
し
た
。
子
供
は
、
ま
だ
長
男
が
四
歳
、
次
っ
た
の
だ
か
ら
し
か
た
な
い
の
よ
。
出
支
（
い
で
あ
っ
た
皆
さ
ん
の
利
用
者
を
募
集
中
で
す
。
い
た
だ
く
方
法
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

長
い
問
、
大
変
御
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
男
は

一
歳
の
時
で
し
た
。
毎
日
ど
う
し
て
良
づ
し
・
長
男
の
名
前
）
が
早
く
り
っ
ぱ
な
人
来
春
、
上
京
し
て
進
学
さ
れ
る
予
定
の
方
の
八
月
の
第
一
回
の
発
送
の
際
、
各
漁
協
あ

四
、
専
修
学
校
の
高
等
課
程
進
学
者
へ
の
貸
い
か
わ
か
ら
な
い
日
々
で
し
た
。
私
の
子
供
間
に
な
り
、
お
父
さ
ん
の
分
ま
で
頑
張
る
ん
み
な
ら
ず
、
現
在
、
学
校
在
学
中
で
下
宿

・

て
以
上
の
趣
旨
を
の
べ
た
お
願
い
文
書
を
入

与

に

つ

い

て

は

、

二

人

と

も

聾

者

で

す

。

夫

は

下

の

子

も

だ

よ

」

と

話

し

て

い

ま
す
が
、
こ
の
先
ど
の
ア
パ
ー
ト
を
移
ろ
う
と
考
え
る
方
も
利
用
す
れ
て
お
り
ま
す
が
、
若
干
の
漁
協
か
ら
会
社

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
技
術
を
ム
身
に
つ
け
同
じ
だ
と
は
知
ら
ず
こ
の
世
を
去
っ
て
行
き
よ
う
に
成
長
し
て
く
れ
る
か
、
毎
日
、
心
配
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
、

一
度
本
の
方
へ
返
送
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
た
び
に

る

た

め

に

専

修

学

校

へ

進

学

す

る

者

が

ふ

え

ま

し

た

。

で

な

り

ま

せ

ん

。

会

か

又

は
漁
協
の
方
へ
御
気
軽
に
御
相
談
く
本
会
か
ら
お
電
話
で
再
度
趣
旨
の
説
明
と
配

て
い
る
と
き
き
ま
す
が
、
育
英
会
で
も
そ
の
夫
が
死
ん
で
三
十
五
日
が
す
ぎ
て
、
長
男
私
の
今
の
仕
事
は
、

夜
が
お
そ
く
な
る
時
だ
さ
い
。
お

ま

ち

し

て

お

り

ま

す

。

布

の
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

現
状
に
即
応
す
る
た
め
、
本
年
度
よ
り
中
学
を
保
育
園
に
入
れ
、
次
男
を
背
中
に
お
ぶ
り
ゃ
、
時
に
は
遠
く
へ
出

て

と

ま

り

と

な

る

時

＊

全

水

共

「

知

新

寮

」

の

概

要

＊

た

。
ど
う
ぞ
、
こ
の
一
年
間
雑
誌
が
着
き
ま

校
を
卒
業
し
て
専
修
学
校
の
修
業
年
限
2
年
名
古
屋
ま
で
仕
入
れ
に
行
き
、
衣
料
品
店
を
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ん
な
時
に
は
、
子
供

O
入
寮
資
格
｜
東
京
及
び
そ
の
近
郊
に
あ
る
し
た
ら
、
各
家
庭
へ
の
配
布
、
連
絡
等
よ
ろ

以
上
の
高
等
課
程
又
は
専
門
課
程
進
学
者
に
初
め
、
毎
日
無
我
夢
中
で
働
き
ま
し
た
。
そ

達

二
人
で
ご
は
ん
を
食
べ
、
ね
て
い
ま
す
が
、
学
校
在
学
中
の
男
子
に
限
り
ま
す
。
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

限
り
、

貸
与
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

れ
か
ら
、

三
年
が
す
ぎ
、
長
男
が
聾
学
校
へ
い
つ
も
机
の
上
に
い
ろ
い
ろ
と
連
絡
が
書
い

O
施
設

l
部
屋
は
六
畳
程
度
の
洋
間
個
室
で
す
で
に
、
こ
の
雑
誌
を
読
ま
れ
た
お
母
き

た
だ
し
、
通
称
花
嫁
修
業
と
言
わ
れ
る
茶
入
学
す
る
こ
と
に
な
り
、
寄
宿
舎
へ
入
り
ま
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
時
の
子
供
の
寝
顔
ベ

ッ
ト
・
机
・
洋
服
ダ
ン
ス
完
備
。

ん

か

ら

育

英

会

へ

の

連

絡

の

中
で
、
大
変
楽

道
華
道
等
に
つ
い
て
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
の
で
、
私
だ
け
が
一
年
間
篠
島
か
ら
一
を
見
る
と
、
安
心
と
と
も
に
か
わ
い
そ
う
で

O
寮
費
｜
一
ヵ
月
二
千
円
程
度
で
す
。
た
だ
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
等
の
喜
び
の
便
り
が

育
英
会
で
は
、
専
修
学
校
の
貸
与
適
用
対
象
宮
へ
通
い
ま
し
た
が
、
毎
日
大
変
な
の
で
名
た
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
、
く
じ
け
て
し
、
賄
い
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
食
事
は
と
ど
い
て
お
り
ま
す
。

学
科
に
つ
い
て
、
事
業
諸
規
程
集
一
一

O
ペ
古
屋
に
移
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、
わ
と
自
分
に
言
い
き
か
せ
、
毎
日
頑
張
っ
て
学
生
食
堂
等
の
利
用
を
考
え
れ
ば
よ
い
と

曇－－－
a
g
－－－

T
a
－－

ES－－

izgz

思
い
ま
す
。

す
。
親
と
し
て
一
番
つ
ら
い
事
で
す
。

O
寮
の
所
在
地
｜
東
武
東
上
線
新
河
岸
駅
か

や
は
り
父
親
の
代
役
は
私
に
は
無
理
な
ら
徒
歩
で
十
一
分
で
す
。
交
通
の
便
を
み

よ
う
で
す
。
子
煩
悩
で
我
が
子
も
他
人
の
子
ま
す
と
、
新
河
岸
か
ら
池
袋
ま
で
二
十
数

も
分
け
隔
て
す
る
事
の
な
い
主
人
で
し
た
だ
分
、
池
袋
か
ら
山
手
線
・
地
下
鉄
丸
の
内

け

に

、

残

念

で

な

り

ま

せ

ん

。

線

・

有

楽

町

線

あ

る

い

は

西

武

池

袋

駅

を

で
も
、
私
達
一
家
は
よ
き
友
人
に
恵
ま
れ
、
も
ち
い
て
、
山
手
線
循
環
内
外
の
利
用
が

親
子
共
ど
も
毎
日
明
る
く
元
気
で
す
ご
し
て
便
利
で
す
。
ま
た
、
新
宿
を
中
心
と
す
る

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
さ
き
幾
度
と
な
く
苦
各
地
区
へ
も
、
池
袋

・
新
宿
間
九
分
（
山

難
に
ぶ
つ
か
り
、
挫
折
す
る
事
も
あ
る
か
と
手
線
）
で
す
か
ら
便
利
で
す
。

思
い
ま
す
が
、
親
で
あ
る
私
が
暗
く
沈
ん
で

い
て
は
、
娘
に
対
し
て
よ
い
結
果
が
出
る
は
現
在
、
「
知
新
寮
」
を
利
用
し
て
お
り
ま

ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
明
る
さ
と
笑
顔
を
忘
れ
す
寮
生
は
、
全
水
共
の
独
身
職
員
で
若
い
人

ず
前
進
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ば
か
り
な
の
で
、
寮
内
で
の
生
活
は
明
る
い

三

T
m
千
葉
県
銚
子
区
外
川
町
／
雰
囲
気
で
、
よ
き
先
輩
に
恵
ま
れ
る
こ
と
と

f

四
ノ

一
一
一

七
O
」
思
い
ま
す
。

本
年
度
の
事
業
改
善
は
、
学
資
給
与
事
業

に
つ
い
て
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
奨
学
金
貸
与

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
点
が
改
善
さ

れ
ま
し
た
の
で
よ
く
御
理
解
の
上
、
該
当
さ

れ
ま
す
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
、
入
学

一
時
金
の
貸
与
に
つ
い
て

奨
学
金
貸
与
事
業
が
、
本
年
度
か
ら
二
元

化
き
れ
、
月
額

一
万
円
貸
与
の
ほ
か
本
年
度

か
ら
高
等
学
校
等
へ
入
学
し
た
者
に
対
し
入

学

一
時
金
一

O
万
円
を
貸
与
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

二
、
高
等
学
校
専
攻
科
進
学
者
へ
の
貸
与
に

つ
い
て

こ
れ
ま
で
高
校
課
程
の
う
ち
＝
百
年
の
普

通
課
程
を
お
え
専
攻
科
へ
進
学
し
た
場
合
の

貸
与
は
、
水
産
高
校
の
漁
業
科
・
機
関
科
及

び
無
線
科
に
限
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
水

産
高
校
以
外
の
高
校
の
専
攻
科
、
た
と
え
ば

工
業
高
校
の
自
動
車
専
攻
科
等
に
も
貸
与
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

よだ~』
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境 ズン

幽困

惑
警
培
法

歳
月
の
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
犬
吠
の

沖
で
逝
っ
て
し
ま
っ
た
夫
の
三
回
忌
も
無
事 か

せ
に
し
な
け
れ
ば
己
と
想
う
毎
日
で
す
。

幸
い
娘
も
病
気
ら
し
い
病
気
も
せ
ず
、
素

直
で
明
る
い
娘
に
育
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

に
済
ま
せ
、
よ
う
や
く
心
の
余
裕
が
出
来
て
ご
日
も
早
く
大
き
く
な
っ
て
、
お
父
さ
ん

き

た

今

日

こ

の

頃

で

す

。

の

分

ま

で

お

母

さ

ん

に

孝

行

す

る

ね

己

と

私

あ
の
事
故
以
来
、
気
の
強
い
性
格
の
私
が
、
を
喜
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。
夜
に
な
る
と
「
私

船
の
悲
報
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見
聞
き
し
て
の
夢
は
ね
」
と
将
来
の
目
標
を
色
々
と
話
し

は
す
ぐ
涙
を
流
す
よ
う
に
な
り
、
娘
に
「
ま
始
め
、
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま

た
、
泣
い
て
い
る
己
と
笑
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
保
母
さ
ん
、
学
校
の
先
生
、
そ
れ
と
も

す
。
で
も
、
や
は
り
身
に
つ
ま
さ
れ
我
が
身
入
学
と
同
時
に
す
ぐ
習
い
は
じ
め
た
習
字
の

の
こ
と
が
ま
た
新
た
に
思
い
出
さ
れ
、
あ
の
先
生
：
：
：
夢
は
大
き
い
よ
う
で
す
。

日
の
出
来
事
が
走
馬
燈
の
よ
う
に
脳
裏
を
走
で
も
、
ま
だ
ま
だ
子
供
で
す
。
友
達
が
家

り
、
身
の
震
え
を
抑
え
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
で
お
父
さ
ん
と
遊
ん
で
い
た
り
、
銚
子
銀
座

「
こ
れ
で
は
い
け
な
い
。
主
人
に
申
し
わ
け
で
買
物
を
す
る
親
子
連
れ
の
姿
を
見
る
と
、

な
い
、
私
が
貴
方
の
分
ま
で
元
気
で
娘
を
幸
目
に
涙
を
う
か
べ
無
言

れ

と
」
魚
崎
V

愛
知
県
一
の
宮
市
大
和
町
／

刈
安
賀
四
九

一」

板

谷

子

ト
シ

全水共

「知新寮J

～入寮者募集

のお知らせ～

生
き
が
い
雑
誌

「
住
所
・
職
業
届
」

の
提
出
の
お
願
い

現
在
育
英
会
は
、
奨
学
生
の
皆
き
ん
が
学

校
を
卒
業
し
社
会
に
巣
立
ち
、
活
躍
さ
れ
て

い
る
様
子
や
大
学
等
へ
進
学
さ
れ
て
か
ら
の

学
生
生
活
等
の
実
態
を
把
握
し
、
こ
れ
か
ら

の
育
英
事
業
の
基
礎
資
料
に
す
る
目
的
を
持

っ
て
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
、
奨
学
金

貸
与
卒
業
生
全
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
住
所

屈
で
調
査
表
を
発
送
し
ま
し
た
ら
、
か
な
り

の
者
が
住
所
変
更
等
で
返
っ
て
き
ま
し
た
。

住
所
の
異
動
、
結
婚
に
よ
る
改
姓
等
が
あ
っ

た
場
合
、
必
ず
、
「
返
還
の
て
び
き
」
に
定

め
ら
れ
た
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。



募
金
の
三
月
・
の
御
芳
名
が
一
部
未
載
に
な
り
都
府
京
都
市
）
マ
一
安
久
江
マ
橋
本
あ
き
子

ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
（
埼
玉
県
東
久
留
米
市
）
マ
本
間
弥
栄
子
（
山

※

御

芳

名

形

県

山

形

市

）
マ
倉
本
正
一
（
大
阪
府
守
口

一
、
漁
協
系
統
募
金

（
系
統
扱
い
寄
附
金
市
）
マ
小
松
原
和
夫
（
埼
玉
県
羽
生
市
）
マ

含
む
。）

相
川
優
子
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
マ
安
西
美

〔＝一月〕

マ
沖
縄
県
マ
徳
島
県
マ
大
分
県
琴
（
東
京
都
町
田
市
）
マ
小
泉
公
香
（
神
奈

マ
鳥
取
県
マ
長
崎
県
マ
宮
城
県
マ
和
歌
山
県
川
県
横
浜
市
）
マ
斉
藤
孝
子
（
神
奈
川
県
横

マ
鹿
児
島
県
マ
千
葉
県
マ
愛
媛
県
マ
山
形
県
浜
市
）
マ
加
藤
房
子
（
東
京
都
練
馬
区
）
マ
佐

マ
岩
手
県
マ
佐
賀
県
玄
海
マ
広
島
県
マ
兵
庫
藤
忠
正
（
神
奈
川
県
厚
木
市
）
マ
日
魯
漁
業

県
マ
新
潟
県
マ
高
知
県
マ
新
潟
県
マ
静
岡
県
側
役
職
員
一
同
マ
小
川
博
（
神
奈
川
県
横

マ
大
分
県
マ
京
都
府
マ
石
川
県
マ
青
森
県
マ
浜
市
）
マ
原
浪
江
（
埼
玉
県
深
谷
市
）
マ
柁

山

口

県

マ

和

歌

山

県

原

清

美

（

東

京

都

八

王

子

市

）

マ

海

洋

画

家

〔
七
月
〕

マ
香
川
県

（
ヤ
マ
ハ
四
国
側
）
佐
藤
幹
児
画
伯
（
絵
の
売
上
げ
よ
り
）

マ
福
島
県
マ
三
重
県
（
羽
田
文
雄

・
三
重
県

〔
二
月
〕
マ
富
永
嘉
子

（長
野
県
上
伊
那

漁
業
信
用
基
金
協
会
常
務
理
事
退
任
記
念
ほ
郡
）
マ
長
谷
川
友
子
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

か
三
O
件
）
マ
岡
山
県
（
県
漁
連
職
員
狭
川
マ
宗
形
幸
子
（
東
京
都
江
戸
川
区
）
マ
節
安

健
二
・
香
典
返
し
）
マ
静
岡
県
マ
石
川
県
（
松
富
士
枝
マ
吉
田
イ
ツ
キ
マ
召
回
良
治
（
群
馬

波
海
洋
少
年
団
ほ
か

一
件
）
マ
鳥
取
県
マ
青
県
前
橋
市
）
マ
平
井
昌
美
（
大
阪
府
東
大
阪

森

県

市

）

マ

塩

浦

恵

子

（

群

馬

県

勢

多

郡

）

マ

落

〔
八
月
〕

マ
熊
本
県
マ
北
海
道
（
嵯
峨
亜
合
紀
子

（神
奈
川
県
横
浜
市
）
マ
飯
塚
静
子

子

・
嵯
峨
漁
業
部
社
長
故
嵯
峨
信
氏
香
典
返

（
北
海
道
空
知
郡
）
マ
西
阪
真

一
（
千
葉
県

し
）
マ
香
川
県

（内
海
町
漁
協
組
合
長
森
朝
船
橋
市
）
マ
近
海
タ
ン
カ
ー
所
属
若
桐
丸
（
全

一
・
香
典
返
し
）
マ
三
重
県
（
神
島
漁
協
組
日
海
苫
小
牧
支
部
経
由
）
マ
千
野
輝
雄
（
千

合
長
藤
原
兵

一
・
快
気
祝
い
、
前
三
重
県
水
葉
県
松
戸
市
）
マ
製
鉄
運
輸
船
員
親
睦
会
（
全

産
振
興
事
業
団
専
務
理
事
世
古
貞
雄
・
専
務
日
海
千
葉
支
部
経
由
）
マ
全
国
海
苔
貝
類
漁
業
協

理
事
退
任
記
念
ほ
か
二
十
四
件
）
同
組
合
連
合
会
マ
漁
船
船
主
労
務
協
会
一
同

〔
九
月
〕

マ
大
分
県
（
松
崎
重
義
香
典
返

マ
田
山
泰
正

（
東
京
都
江
東
区
）
マ
守
野
実

し
ほ
か

一
件
）
マ
青
森
県
（
報
恩
互
助
会
）
子
（
千
葉
県
市
川
市
）
マ
上
原
陽
一
（
神
奈

マ
沖
縄
県
マ
熊
本
県
マ
山
口
県

（
松
本
常
治

川
県
藤
沢
市
）
マ
鈴
木
国
夫
（
神
奈
川
県
南

・
横
井
リ
ツ
子
）
マ
香
川
県
マ
岡
山
県
（
県
足
柄
市
）
マ
水
産
庁
東
海
区
水
産
研
究
所
一

漁
連
職
員
佐
藤
弘
・
香
典
返
し
）
マ
千
葉
県
同
マ
出
野
智
早
子
マ
山
本
貴
代
子
（
埼
玉
県

（田
中
栄
吉
ほ
か

一
件）

マ
京
都
府
（
石
倉
浦
和
市
）
マ
藤
倉
初
枝
（
埼
玉
県
川
口
市
）

喬
・
御
母
堂
香
典
返
し
）
マ
石
川
県
（
姫
海
マ
榎
本
清
子
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）
マ
井

洋
少
年
団
ほ
か
三
件
）
マ
和
歌
山
県
（
白
浜
出
庸

一
（
埼
玉
県
川
越
市
）
マ
井
沢
ミ
ツ
井

漁
協
理
事
岩
城
保
・
香
典
返
し
）
（
新
潟
県
十
日
町
市
）
マ
渡
辺
イ
ヨ
子
（
神

ニ

、

一

一

般

寄

附

奈

川

県

茅

ヶ

崎

市

）
マ
須
田
俊

一
（
秋
田
県

〔
一
月
〕

マ
山
口
喜
彦

（
神
奈
川
県
南
足
秋
田
市
）
マ
三
竹
喜
代
子
（
神
奈
川
県
秦
野

柄
市
）
マ
伊
沢
常
夫
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
市
）
マ
鈴
木
エ
ツ
子
マ
広
野
雅
子
（
静
岡
県

マ
川
田
容
子
（
栃
木
県
鹿
沼
市
）
マ
橋
本
徳
浜
松
市
）
マ
藤
田
緑
（
兵
庫
県
明
石
市
）
マ
佐

子
（
東
京
都
太
田
区
）
マ
鈴
木
二
郎
（
神
奈
々
木
ア
キ
子
（
埼
玉
県
岩
槻
市
）
マ
野
坂
富

川
県
横
浜
市
）
マ

日
本
水
産
開
職
員

一
同

マ

代

（
岩
手
県
盛
岡
市
）
マ
太
田
光
子
（
東
京

西
部
冷
蔵
食
品
鮒
マ
永
友
静
枝
マ
滝
沢
達
雄
都
中
野
区
）
マ
今
野
貞
美
恵
（
茨
城
県
猿
島

（埼
玉
県
上
尾
市
）
マ
川
尻
久
美
子
（
東
京
郡
）
マ
西
津
初
代
（
千
葉
県
我
孫
子
市
）
マ
添

都
五
日
市
）
マ
小
町
久
美
江
（
兵
庫
県
西
宮
田
克
之
（
神
奈
川
県
大
磯
町
）
マ
水
島
里
子

市
）
マ
香
匠
君
（
大
阪
府
和
泉
市
）
マ
中
出
（
東
京
都
目
黒
区
）
マ
河
合
昭
雄
（
静
岡
県

幸
枝
（
大
阪
府
岬
町
）
マ
遠
藤
文
子
（
兵
庫
磐
田
市
）
マ
林
清
子
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

県
神
戸
市
）
マ
原
き
く
代
（
長
野
県
伊
那
市
）
マ
池
回
明
美
（
北
海
道
石
狩
郡
）
マ
中
村
敏

マ
大
崎
輝
美
（
兵
庫
県
明
石
市
）
マ
佐
々
木
子
（
静
岡
県
磐
田
市
）
マ
高
橋
孝
明
（
東
京

マ
関
根
八
千
代
（
埼
玉
県
春
日
部
市
）
マ
高

嶋
早
苗
（
埼
玉
県
大
富
市
）
マ
豊
田
幸
雄
（
静

岡
県
湖
西
市
）
マ
三
重
大
学
水
産
学
部
窪
田

三
朗
マ
元
岡
田
海
運
組
合
員

一
同
（
全
日
海

近
畿
支
部
経
由
）
マ
岩
佐
ケ
イ
コ
マ
鈴
木
初

江
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
マ
春
山
正
代
（
群

馬
県
太
田
市
）
マ
小
倉
芳
子
（
千
葉
県
山
武

郡
）
マ
高
橋
辰
栄
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
マ
篠

原
茂
（
千
葉
県
成
田
市
）
マ
深
谷
静
子
（
東

京
都
立
川
市
）
マ
工
藤
誠
一
（
青
森
県
五
所

川
原
市
）
マ
鈴
木
富
子
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

マ
古
仲
紀
子
（
茨
城
県
取
手
市
）
マ
白
井
和

子
（
埼
玉
県
上
尾
市
）
マ
林
節
子
（
茨
城
県

結
城
市
）
マ
ハ
マ
ノ
タ
カ
コ
マ
側
大
滝
工
務

店
取
締
役
社
長
大
滝
優
・
香
典
返
し
マ
広
島

夏
子
（
東
京
都
足
立
区
）
マ
シ
ノ
ハ
ラ
ノ
リ

コ
マ
大
類
こ
と
・
香
典
返
し
マ
大
野
貞
美
（
愛

知
県
名
古
屋
市
・
全
日
海
経
由
）
マ
岡
三
菱

信
託
銀
行
・
本
店
マ
水
産
庁
遠
洋
水
産
研
究

所
マ
宮
下
幸
子
（
東
京
都
練
馬
区
）
マ
早
川
豊

彦
マ
農
林
中
央
金
庫
マ
千
田
淳
一
（
秋

田
県
湯
沢
市
）
マ
渡
辺
紀
子

（宮
城
県
仙
台

市
）
マ
石
若
フ
ミ
エ
・
香
典
返
し
（
東
京
都

田
無
市
）
マ
小
林
澄
子
（
千
葉
県
印
施
郡
）

マ
斉
藤
久
弥
（
栃
木
県
西
那
須
野
町
）
マ
山

田
ツ
ネ
オ
マ
竹
内
俊
子
（
東
京
都
秋
川
市
）

マ
境
由
起
恵
（
千
葉
県
銚
子
市
・
漁
船
同
盟

経
由
）
マ
岩
間
二
支
代
（
神
奈
川
県
横
須
賀

市
）
マ
牧
定
雄
（
千
葉
県
佐
倉
市
）
マ
菅
原

由
倫
子

（東
京
都
渋
谷
区
）
マ
駒
沢
大
学
高

等
学
校
一
学
年
F
組
一
同
マ
鈴
木
二
郎
マ
島

田
ミ
エ
子

〔
＝
一
月
〕
マ
川
村
マ
サ
オ
マ
佐
々
木
正
雄

（宮
城
県
伊
具
郡
）
マ
福
田
正
代
・
香
典
返

し
マ
金
孝
紀
（
秋
田
県
河
辺
郡
）
マ
上
村
由

美
子
（
東
京
都
町
田
市
）
マ
紺
野
仁
一
（
宮

城
県
志
田
郡
）
マ
寺
田
大
成
（
大
阪
府
大
阪

市
）
マ
浦
本
潤
一
（
富
山
県
魚
津
市
）
マ
全

国
漁
業
協
同
組
合
学
校
四
一
期
生
一
同
マ
松

原
延
子
（
大
阪
府
大
阪
市
）
マ
池
尻
英
雄
（
大

阪
府
堺
市
）
マ
千
野
輝
雄
（
千
葉
県
松
戸
市
）

マ
志
田
仁
（
千
葉
県
野
田
市
）
マ
蔵
か
つ
み

（
東
京
都
江
戸
川
区
）
マ
田
中
栄
子
（
埼
玉

県
大
富
市
）
マ
山
本
恭
子
（
千
葉
県
八
千
代

市
）
マ
後
藤
耕
二
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
マ

高
橋
シ
ロ
ウ
マ
位
下
弘
子
（
新
潟
県
小
千
谷

市
）
マ
吉
川
く
に
江
（
茨
城
県
下
妻
市
）
マ
串

田
光
男
（
埼
玉
県
秩
父
郡
）
マ
千
回
淳
一
（
秋

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
育
英
会
の
仕
事

を
通
し
て
、
直
接
、
皆
様
に
少
し
で
も
役
に

立
つ
仕
事
が
で
き
れ
ば
、
私
の
喜
び
で
あ
り
本
会
で
は
、
総
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
し

ま

す

。

た

事

務

局

次

長

福

島

聡

さ

ん

と

職

員

の

合

沢

去
年
は
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
が
設
立
さ
洋
子
さ
ん
が
退
職
さ
れ
、
新
任
の
長
谷
川
宗

れ
て
十
周
年
を
迎
え
記
念
事
業
が
盛
大
に
行
敏
さ
ん
と
前
号
で
紹
介
し
ま
し
た
佐
々
木
晃

わ
れ
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
次
の
発
展
期
を
子
さ
ん
が
そ
の
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

迎
え
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

こ
の
十
月

一
日
か
ら
「
漁
船
海
難
遺
児
育
し
た
が
っ
て
、
漁
業
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
げ
ま
す
。

英
会
」
の
事
務
局
の
一
員
と
し
て
仕
事
を
す
い
ろ
い
ろ
と
御
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
と
思
な
お
、
育
英
会
を
退
職
に
な
っ
た
両
人
と

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
長
谷
川
で
す
。

い

ま
す
が
、
ま
ず
、
育
英
会
の
基
本
財
産
を
も
去
る
に
あ
た
り
「
く
れ
ぐ
れ
も
皆
き
ん
に

私
は
、
な
が
い
あ
い
だ
、
全
漁
連
の
職
員
造
成
し
、
給
与
金
・
奨
学
金
の
増
額
等
の
育
よ
ろ
し
く
」
と
の
伝
言
が
あ
り
ま
し
た
こ
と

と
し
て
い
ろ
い
ろ
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
英
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
を
申
し
添
え
お
き
ま
す
。

漁
村
の
皆
様
と
直
接
結
び
つ
い
た
仕
事
は
、
ら
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

今

度

が

は

じ

め

て

で

す

。

い

申

し

上

げ

ま

す

。

育
英
事
業
は
、
漁
業
協
同
組
合
運
動
の
原
ま
た
、
毎
日
、
魚
を
求
め
て
遠
く
の
海
へ

点
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
漁
業
関
船
を
走
ら
せ
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
皆
き
ん

係
者
の
皆
様
が
、
善
意
と
努
力
で
き
づ
い
て
が
安
全
に
操
業
が
で
き
、
海
難
事
故
が
な
い

こ
ら
れ
た
育
英
会
の
職
員
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
毎
日
祈
り
つ
つ
、
同
時
に
、
奨
学
生
の

こ
と
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
同
皆
さ
ん
が
力
強
く
成
長
し
て
い
た
だ
く
こ
と

時
に
フ
ァ
イ
ト
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。
を
祈
念
し
、
私
も
一
生
懸
命
皆
き
ん
に
役
立

今
ま
で
「
育
英
会
だ
よ
り
」
で
、
奨
学
生
つ
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
を
誓
っ
て
、
新
参

や
お
母
さ
ん
方
の
作
文
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。
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事務局次長

長谷川宗
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皆
様
か
ら
の
温
か
い
募
金
・
御
寄
付
に
対

し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
御
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
方
の
御
芳
名
が
、
紙
面
の
都
合
で
遅
れ
が

ち
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
よ
ろ
し
ベ
御
了
承

の
程
お
願
い
・
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
会
の
手
違
い
か
ら
、
漁
協
系
統

よだ

県 名
学資給与奨学生 奨学金貸 56年度第2回新規採用者

メ口入 川,., 

高（貸校与生） 幼児 小学生 中学生 小計 与奨学生 幼児 小学生 中学生 5十
北海道 15 120 127(3) 262(3) 29 291(3) 3 13 3 I 20 

育 森 3 55 71(3) 129(3) 31 160(3) 2 1 1 4 
石出 手 8 64 68 140 38 178 1 2 4 

宮 城 4 87 47(1) 138(1) 9 147 2 5 1 2 10 

秋 国 2 4 6 1 7 

｜山 青5 2 16 17(1) 35(1) 7 42(1) I 3 1 5 

｜福 島 2 29 31 62 19 81 2 5 3 11 

茨 域 5 10 15 4 19 

千 君臨 2 22 25 49 2 51 

東 爪 4 3 7 2 9 

神奈川 2 4 6 2 8 

新 I烏 10 19 29 7 36 

富 山 6 11 18 9 27 

石 JIJ 3 24 22 49 12 61 

福 井 1 7 3 11 4 15 

静 間 11 12 23 11 34 3 3 

量 知 1 7 10(2) 18(2) 6 24(2) 

ー 重
2 18 12 32 6 38 

阜 書店 2 2 2 4 

大 阪 2 4 6 7 

兵 庫 1 19 15 35 5 40 1 2 3 

和歌山 9 14 23 6 29 1 1 2 

島 取 17 13 30 5 35 

島 キ艮 3 10 19 32 6 38 

同 山 1 7 5 13 4 17 

広 烏 3 3 6 3 9 

山 口 4 27 41 72 20 92 1 

香 !II 8 11 19 12 31 

徳 島 1 4 5 10 10 20 

量 媛 1 10 16 27 6 33 

高 知 1 13 20 34 9 43 I 2 3 

福 間 3 9 16 28 2 30 

佐賀県玄海 1 9 15 25 3 28 

長 崎 6 56 78(3) 140(3) 22 162(3) 1 1 2 4 

大 分 3 15 7 ． 25 5 30 

熊 本 8 7(1) 15(1) 2 17(1) 

富 崎 1 10 6 17 9 26 

鹿児島 I 10 26(1) 37(1) 7 44(1) 

沖 縄 1 5 6 12 12 

ムロ 3十 72 742 823(1日 1,637(1日 338 l, 975(1日 11 39 13 7 70 

（昭和56年9月末現夜）
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（注）学資給与奨学生の （ ）内は特殊児で外数である。

奨学金貸与奨学生の〔 〕内は、高校入学一時金のみの採用で外数である。

三 都道府県別奨学生数 三
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